
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

NO.50 

頭島大橋は、瀬戸内海に位置する岡山県和気郡日生町の頭島～鹿久居島を結

ぶアーチ支間 218.0m の複合アーチ橋です。 

本橋の特徴は、架橋地点の立地条件から、スパンライズ比 8.0 と長大アーチ

橋としては非常に偏平なアーチ構造となっており、軽量化を図るため、上部桁

はＰＣ床版を有する鋼 2主鈑桁とした複合構造とし、アーチリブは高強度コン

クリート（σck＝50N/mm2）を使用して断面が小さくなっています。また、本

橋の架設工法は、早期のアーチリブ閉合を図るため、中央部の 60%を鋼製の補

強材で連結するメラン併用の斜吊り張出し工法が採用されています。 

メラン材の架設は、海洋架橋という現場条件を生かして、フローティングク

レーン船により架設しました。 

か し ら じ ま お お は し  

頭 島 大 橋  

▼橋梁諸元  

   工 事 名：頭島大橋（仮称）建設工事 

   発 注 者：岡山県開発公社 

   設 計 者：(株)長大 

   位  置：岡山県和気郡日生町鹿久居島またげ～頭島だんかばち 

   道路規格：第 3種第 4 級 

   構造形式：ＲＣ固定アーチ橋 

   活 荷 重：Ａ活荷重 

   橋  長：300.000 m 

   アーチ支間：218.000 m 

   アーチライズ：27.250 m 

   総 幅 員：7.700 m（有効幅員 6.500 m）  

   架設工法：メラン併用斜吊り張出し工法 

 断面図   

▼一般図  
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▼工程表  

▼設計概要  

＜高強度コンクリートの採用＞ 

アーチリブに高強度コンクリート（σck＝50N/mm2 ）を使用して、アーチリブ断面を小さくし自重軽減を図ることで、経済

性および耐震性能が向上されています。また、アーチリブ高を低くして、スレンダーな景観性に優れた構造となっています。

＜斜吊り張出し工法＞ 

ＰＣ斜張橋やＲＣアーチ橋で実績が多い斜吊り張出し工法は、斜材が移動作業車や推進装置と干渉するため、従来のアーチ橋

では、２～３ブロック施工して移動作業車を前進させてから斜材を架設、緊張しています。本橋では、合理的なアーチ橋の架

設工法を確立するため、斜材と干渉しないよう移動作業車を改良し、全ブロック斜吊り材を架設・緊張しながら張出し架設す

る分散配置方式を採用しました。 

＜メラン工法＞ 

 本橋は早期のアーチ閉合を行うため、アーチ支間218.0mに対してメラン配置区間が130.4mとなり、その断面形状もメラン

延長が長いため箱桁構造を採用しています。また、メラン材を内型枠として兼用できるようウェブの内側に配置し、現場での

施工の省力化を向上させています。 
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